第２号様式（第１１条関係：建築物及び工作物）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和　　年　　月　　日

　　山梨県知事　　○○　○○○　　殿

　　　　　　　　　　　　　行為者　住　所

　　　　　　　　　　　　　　　　　氏　名　　　　　　　　　　　　　　　　　印
　　　　　　　　　　　　　代理者　住　所

　　　　　　　　　　　　　　　　　氏　名　　　　　　　　　　　　　　　　　印
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（電話：　　　　　　　　　　　　　　　　）

大　規　模　行　為　届　出　書

山梨県景観条例第１６条第１項の規定により、届け出ます。

	行為の種類
	

	行為の場所
	
	都市計画区域
	内　・　外

	
	
	用途地域
	

	行為の目的
	

	着手予定日
	令和　　年　　月　　日
	完了予定日
	令和　　年　　月　　日

	行為の施行方法
	建築物
	
	行為部分
	既存部分
	合計

	
	
	敷地面積
	㎡
	㎡
	㎡

	
	
	建築面積
	㎡
	㎡
	㎡

	
	
	床面積の合計
	㎡
	㎡
	㎡

	
	
	模様替え等の面　　　　積
	㎡
	㎡
	㎡

	
	
	高さ
	ｍ
	ｍ
	ｍ

	
	
	構造
	造
	階数
	地下　　階　地上　　階

	
	仕上材
	屋根
	（　　　　　　　　　　　　）

	
	
	外壁
	（　　　　　　　　　　　　）

	行為の施行方法
	建築物
	色彩
	屋根
	ﾏﾝｾﾙ（　　　　　　　　　　　）

	
	
	
	外壁
	ﾏﾝｾﾙ（　　　　　　　　　　　）

	
	
	屋上に設置する建築設備等
	（　　　　　　　　　　　）

	
	工作物
	
	行為部分
	既存部分
	合計

	
	
	敷地面積
	㎡
	㎡
	㎡

	
	
	築造面積
	㎡
	㎡
	㎡

	
	
	模様替え等の面積
	㎡
	㎡
	㎡

	
	
	高　　　　さ
	ｍ
	ｍ
	ｍ

	
	
	構造
	（　　　　　　　　　　）

	
	
	仕上材
	（　　　　　　　　　　）

	
	
	色彩
	（　　　　　　　　　　）

	
	
	建築物に設置する場合の　概要等
	

	行為地及びその付近の状況
	


１　記載要領

（１）行為の種類の欄は、建築物の新築、工作物の外観の模様替え等工事の種別を、行為の目的欄

　　は、ホテルの建設、煙突の築造等工事の主用用途を記入すること。

（２）都市計画区域の欄は、内又は外を○印で囲むこと。

（３）高さの欄は、建築物等が地盤と接する最も低い位置から、建築物等（避雷針をのぞき建築設

　　備を含む）の最も高い部分までの距離を、建築面積及び築造面積の欄は、屋根、庇等を含む水

　　平投影面積を記入すること。

（４）各欄の（　　）内は、既存部分の状況を記入すること。

（５）工作物の建築物に設置する場合の概要等の欄は、高さ○○メートルの共同住宅の屋

　　上に設置する等、具体的な設置場所やその方法等を記入すること。

２　添付書類

　（１）付近見取図（縮尺　１：２５００程度）　（２）配置図（縮尺　１：２００程度）

　（３）各階平面図（縮尺　１：１００程度）　　（４）立面図（縮尺　１：１００程度）

　（５）断面図（縮尺１：１００程度）　　　　　（６）現況写真（カラー２枚以上）

※①配置図には、植樹、植栽の位置及びこれらの樹種、樹高を記載し着色すること。

　②立面図及び断面図は２面以上とし、立面は着色すると共に、色彩のマンセル表示を行うこと。

　③現況写真は、周辺状況や背景となる山岳、歴史的資産等を含め撮影すること。

　④景観形成基準に対する配慮内容説明書を添付すること。
